
  

１．平成22年９月期第３四半期の業績（平成21年10月１日～平成22年６月30日） 

  

（注）１ 平成21年９月期第３四半期は、四半期連結財務諸表を作成していたため、前年同四半期の記載はしておりません。 
   ２ 平成22年９月期第３四半期の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益は、１株当たり四半期純損失のため記載しておりません。  
  

（２）財政状態 

  

２．配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無：無 

  

３．平成22年９月期の業績予想（平成21年10月１日～平成22年９月30日） 

（注）当四半期における業績予想の修正有無：有 
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（１）経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

22年９月期第３四半期  1,040  －  38  －  32  －  △14  －

21年９月期第３四半期  －  －  －  －  －  －  －  －

  
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

22年９月期第３四半期  △504  21  －  －

21年９月期第３四半期  －  －  －  －

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

22年９月期第３四半期  1,418  862  60.4  30,252  87

 21年９月期  1,534  888  57.6  30,659  03

（参考）自己資本 22年９月期第３四半期 856百万円 21年９月期 883百万円

  
年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

21年９月期 ―   0 00 ―  0 00  0  00

22年９月期 ―  0 00 ―  

22年９月期（予想） 0 00  0  00

  （％表示は、対前期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期  1,400  △49.3  40  －  33  －  △13  －  △450  19



４．その他（詳細は、［添付資料］Ｐ．４「その他の情報」をご覧ください。） 

（１）簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用：有 

  

（２）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

①  会計基準等の改正に伴う変更：有 

②  ①以外の変更              ：無 

  

（３）発行済株式数（普通株式） 

  
  

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続の実施中です。  

  

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項  

１．本資料に記載されている業績予想等の将来に関する記述は、当社が現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通し

であり、多分に不確定な要素を含んでおります。実際の業績等は、業況の変化により、上記予想数値と異なる場合が

あります。なお、業績予想に関する事項は、１．当四半期の業績等に関する定性的情報（３）業績予想に関する定性

的情報をご覧ください。 

２．平成21年９月期第３四半期は、四半期連結財務諸表を作成していたため、前年同四半期の記載はしておりません。 

  

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年９月期３Ｑ 28,877株 21年９月期 28,877株

②  期末自己株式数 22年９月期３Ｑ 560株 21年９月期 60株

③  期中平均株式数（四半期累計） 22年９月期３Ｑ 28,443株 21年９月期３Ｑ 28,855株
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前第３四半期累計期間は四半期連結財務諸表を作成していたため、前年同四半期との比較は行っておりません。 

  

（１）経営成績に関する定性的情報 

 当第３四半期累計期間における我が国経済は、政府による景気対策やアジアを中心とする新興国の成長に支えら

れた世界経済の緩やかな改善を背景に企業収益の改善が見られるなど、景気は徐々に持ち直してきており自律的回

復への基盤が整いつつあるものの、雇用環境は依然として不安定であり失業率が高止まりするなど、景気の本格的

な回復にはもう少し時間を要するものと思われます。 

 当社を取り巻く環境といたしましては、日本国内における携帯電話の契約者数が平成22年６月末現在で１億

1,371万契約に達しており、そのうち第３世代携帯電話の契約者が占める割合は97.7％で、平成22年３月末の

97.2％から増加率は緩やかなものの、着実に増加を続けております（出所：社団法人電気通信事業者協会）。 

 またスマートフォン市場は、2009年度の出荷台数が234万台に達し前年度の110万台の２倍以上となり、2010年度

では更に拡大し300万台規模に達することが予測され、端末の普及とともに新たな市場が広がりを見せております

（出所：株式会社ＭＭ総研）。 

 このような環境の下、コンテンツ事業に関しては、従来の「着うたフル®」「電子書籍」「動画」などエンタメ

系サイトだけではなく、新たなジャンルへの展開として学習診断系サイト「就職！自己分析ナビ」を開始、また、

ウィジェットやｉコンシェルなどのサイト機能追加によるユーザビリティの向上、さらにマイスペース株式会社と

アーティストの楽曲プロモーション及び販売における協業を開始するなどの施策により、会員数の増加を目指して

参りました。また、第２四半期から開始した大手ＳＮＳへのアプリの提供を推進し、第３四半期においてはソーシ

ャルゲーム系アプリ「フットサルキング！」を初めてモバゲータウンへ提供し、これまで行ってきた通信キャリア

からの課金だけでなく、新たなコンテンツプラットフォームで課金収益をあげるべく取り組んで参りました。一

方、当社が注力するケータイ動画市場の成長は引き続き緩やかであり、現時点において当社が想定している市場拡

大は見込めない状況であります。そのため、当第３四半期累計期間において長編動画コンテンツの権利獲得のため

に支払う前払費用に関して、先行投資分の回収不能と見込まれる金額が増加するものと判断し、事業損失引当金の

繰入56,673千円を特別損失として計上いたしました。 

 ソリューション事業に関しては、モバイルアプリケーション開発、モバイルサイトの構築・運営支援等の受注活

動は安定的に推移しました。 

 以上の結果、当第３四半期累計期間の売上高は1,040,448千円、営業利益は38,313千円、経常利益は32,522千

円、四半期純損失は14,341千円となりました。 

  

事業部門別の状況は以下の通りであります。 

（コンテンツ事業） 

 コンテンツ事業は、携帯電話利用者に対して「着うたフル®」「電子書籍」「動画」といった３Ｇコンテンツの

配信を行うものであり当社の主力事業であります。また、コンテンツの課金数は、平成22年６月末時点で274千件

（平成22年３月末比65千件減）となっております。 

 当第３四半期会計期間においては、新たなジャンルへのサイト展開、協業でのアーティストの楽曲プロモーショ

ン及び販売、ウィジェットやｉコンシェルなどのサイト機能追加によるユーザビリティの向上により、会員数の増

加を目指して参りました。 

 新たなジャンルへのサイト展開においては、従来の音楽サイトなどの課金数が減少する中、粗利率が高く継続的

なサイトの利用が見込まれる学習・資格検定・診断系のジャンルへサイトを投入し、新たなユーザー層の会員獲得

に努めました。 

 協業でのアーティストの楽曲プロモーション及び販売については、「MySpace」を運営するマイスペース株式会

社が提供しているアーティスト売り込み支援サービス、「MySpace Music Bank」とアクセルマークが運営する携帯

向け音楽配信サービスと連携し、「MySpace Music Bank」に登録している個人アーティストからあるテーマに基づ

く楽曲を公募、優秀な楽曲を当社運営サイト及び他社販売チャネルでの販売を実施する企画をスタートさせており

ます。これにより他社音楽サイトでは配信をしていない楽曲の増加によって差別化を図り、会員の増加を目指して

参ります。また、コンテンツ会員獲得のためのプロモーションは、引き続き効果の高いメディアへの出稿に限定し

ております。その他、第２四半期から開始している大手ＳＮＳに対してのアプリ提供を継続しており、６月にはソ

ーシャルゲーム系アプリ「フットサルキング！」を初めてモバゲータウンへ提供しております。通信キャリアから

の課金だけでなく、新たなコンテンツプラットフォームで課金収益をあげるべく取り組んで参りました。６月末時

点では、自社運営と協業運営のものを合わせて６つのアプリを提供しております。 

 以上の結果、コンテンツ事業の売上高は970,328千円となりました。 

  

１．当四半期の業績等に関する定性的情報
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（ソリューション事業） 

 ソリューション事業は、モバイルサイトの公式メニュー化、モバイルサイトの運営支援及び受託制作等を行うも

のであります。モバイルサイトを利用したプロモーション案件や既存クライアントからの継続したモバイルアプリ

ケーション開発、モバイルサイトの運営支援等により受注は安定的に獲得しております。また、第３四半期におい

てはスマートフォン向けアプリ開発など、新たな開発案件の受注を獲得しました。 

 以上の結果、ソリューション事業の売上高は70,121千円となりました。  

  

（２）財政状態に関する定性的情報 

 資産、負債及び純資産の状況 

 当第３四半期会計期間末における資産の状況は、資産が売上の減少に伴う売掛金の減少97,255千円などにより前

期末に比べ115,563千円減少し、総資産は1,418,537千円となりました。負債は、前期末に比べ89,113千円減少して

556,005千円となりました。これは主に、短期借入金が100,000千円増加したものの、売上の減少に伴う仕入の減少

により買掛金35,518千円、広告出稿等の減少により未払金が14,079千円、長期借入金の返済により74,700千円、事

業損失引当金を取り崩したことにより59,070千円それぞれ減少したためであります。純資産については、四半期純

損失14,341千円の計上、自己株式の取得12,489千円により前期末に比べ26,449千円減少して862,532千円となりま

した。 

  

各キャッシュフローの状況は以下のとおりであります。 

 当第３四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」といいます）は、前事業年度末に比べ

59,394千円増加し782,125千円となりました。 

  

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動の結果得られた資金は39,412千円となりました。主な収入要因は、売上債権の減少による97,255千円で

あり、主な支出要因は、事業損失引当金の取り崩しによる減少59,070千円であります。 

  

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動の結果得られた資金は7,215千円となりました。主な収入要因は、子会社株式の売却による収入15,459千

円であり、主な支出要因は、無形固定資産の取得による支出8,110千円であります。 

  

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動の結果得られた資金は12,766千円となりました。主な収入要因は、短期借入金の増加による100,000千

円であり、主な支出要因は、長期借入金の返済による74,700千円及び自己株式の取得による支出12,489千円であり

ます。 

  

（３）業績予想に関する定性的情報 

 当社は、平成22年９月期において収益基盤の強化、不採算サイトの整理並びに新規事業への挑戦を経営方針とし

て事業を推進しております。事業に関しては概ね順調であるため、現時点においては、売上高、営業利益、経常利

益については業績予想に変更はございません。一方、当期純利益につきましては、動画コンテンツ権利獲得のため

に権利元へ支払う前払費用に関して、回収不能と見込まれる金額が増加するものと判断し、当第３四半期会計期間

において事業損失引当金の繰入21,331千円を特別損失として計上したことを主たる要因として、平成22年９月期通

期業績予想を修正しております。詳細につきましては、別途、本日公表いたしました「業績予想の修正並びに特別

損失の計上に関するお知らせ」をご参照ください。 
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（１）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

１．固定資産の減価償却費の算定方法  

 定率法を採用している資産については、事業年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法によって

おります。 

２．繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

 繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前事業年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発生状況

に著しい変化がないと認められる場合には、前事業年度において使用した将来の業績予測やタックス・プランニ

ングを利用する方法によっており、前事業年度末以降に経営環境等、または、一時差異等の発生状況に著しい変

化が認められる場合には、前事業年度において使用した将来の業績予測やタックス・プランニングに著しい変化

の影響を加味したものを利用する方法によっております。 

  

（２）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

完成工事高及び完成工事原価の計上基準の変更  

 受注制作のソフトウェアに係る収益の計上基準については、従来、検収基準を採用しておりましたが、「工事

契約に関する会計基準」（企業会計基準第15号 平成19年12月27日）及び「工事契約に関する会計基準の適用指

針」（企業会計基準適用指針第18号 平成19年12月27日）を第１四半期会計期間より適用し、第１四半期会計期

間に着手した契約から、当第３四半期会計期間末までの進捗部分について成果の確実性が認められる契約につい

ては進行基準を（進捗率の見積は原価比例法）を、その他の契約については検収基準を適用しております。 

 なお、この変更による損益に与える影響はありません。 

  

（３）継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

 該当事項はありません。 

  

２．その他の情報
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３．四半期財務諸表 
（１）四半期貸借対照表 

（単位：千円）

当第３四半期会計期間末 
(平成22年６月30日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成21年９月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 782,125 722,730

売掛金 245,521 342,777

その他 77,125 114,898

貸倒引当金 △1,226 △8,823

流動資産合計 1,103,547 1,171,583

固定資産   

有形固定資産 39,214 48,009

無形固定資産   

のれん 95,500 117,250

その他 36,502 44,973

無形固定資産合計 132,002 162,223

投資その他の資産   

敷金及び保証金 245,785 270,113

その他 51,723 48,042

貸倒引当金 △153,736 △165,871

投資その他の資産合計 143,773 152,284

固定資産合計 314,990 362,517

資産合計 1,418,537 1,534,100

負債の部   

流動負債   

買掛金 119,633 155,151

短期借入金 205,000 105,000

1年内返済予定の長期借入金 99,600 99,600

未払法人税等 2,284 3,663

事業損失引当金 41,314 100,385

その他 37,172 55,618

流動負債合計 505,005 519,419

固定負債   

長期借入金 51,000 125,700

固定負債合計 51,000 125,700

負債合計 556,005 645,119

純資産の部   

株主資本   

資本金 563,900 563,900

資本剰余金 608,821 608,821

利益剰余金 △301,165 △286,824

自己株式 △14,885 △2,395

株主資本合計 856,670 883,501

新株予約権 5,861 5,480

純資産合計 862,532 888,981

負債純資産合計 1,418,537 1,534,100
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（２）四半期損益計算書 
（第３四半期累計期間） 

（単位：千円）

当第３四半期累計期間 
(自 平成21年10月１日 
 至 平成22年６月30日) 

売上高 1,040,448

売上原価 621,516

売上総利益 418,932

販売費及び一般管理費 380,619

営業利益 38,313

営業外収益  

受取利息 170

受取配当金 152

還付加算金 409

その他 100

営業外収益合計 831

営業外費用  

支払利息 3,463

株式上場関連費用 3,087

その他 72

営業外費用合計 6,622

経常利益 32,522

特別利益  

貸倒引当金戻入額 19,733

新株予約権戻入益 3,399

特別利益合計 23,132

特別損失  

減損損失 2,624

事業損失引当金繰入額 56,673

その他 2,119

特別損失合計 61,417

税引前四半期純損失（△） △5,762

法人税、住民税及び事業税 1,717

法人税等調整額 6,861

法人税等合計 8,578

四半期純損失（△） △14,341
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

当第３四半期累計期間 
(自 平成21年10月１日 
 至 平成22年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税引前四半期純損失（△） △5,762

減価償却費 21,016

のれん償却額 21,750

減損損失 2,624

貸倒引当金の増減額（△は減少） △19,733

事業損失引当金の増減額（△は減少） △59,070

受取利息及び受取配当金 △322

支払利息 3,463

株式報酬費用 3,780

新株予約権戻入益 △3,399

売上債権の増減額（△は増加） 97,255

仕入債務の増減額（△は減少） △11,380

前払費用の増減額（△は増加） 5,573

その他 △22,874

小計 32,919

利息及び配当金の受取額 322

利息の支払額 △3,387

法人税等の支払額 △3,051

法人税等の還付額 12,609

営業活動によるキャッシュ・フロー 39,412

投資活動によるキャッシュ・フロー  

有形固定資産の取得による支出 △2,556

無形固定資産の取得による支出 △8,110

無形固定資産の売却による収入 2,902

子会社株式の売却による収入 15,459

その他 △479

投資活動によるキャッシュ・フロー 7,215

財務活動によるキャッシュ・フロー  

短期借入金の純増減額（△は減少） 100,000

長期借入金の返済による支出 △74,700

自己株式の取得による支出 △12,489

配当金の支払額 △44

財務活動によるキャッシュ・フロー 12,766

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 59,394

現金及び現金同等物の期首残高 722,730

現金及び現金同等物の四半期末残高 782,125
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 該当事項はありません。 

  

  

 該当事項はありません。  

  

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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（参考）四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結損益計算書 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年10月１日 
 至 平成21年６月30日) 

売上高 2,857,488

売上原価 2,307,310

売上総利益 550,177

販売費及び一般管理費 603,548

営業損失（△） △53,371

営業外収益  

受取利息 420

受取配当金 147

還付加算金 358

助成金収入 400

営業外収益合計 1,327

営業外費用  

支払利息 2,713

株式上場関連費用 10,203

その他 1,005

営業外費用合計 13,922

経常損失（△） △65,966

特別損失  

減損損失 105,844

貸倒引当金繰入額 140,002

特別損失合計 245,846

税金等調整前四半期純損失（△） △311,812

法人税、住民税及び事業税 2,160

法人税等調整額 5,751

法人税等合計 7,912

四半期純損失（△） △319,725
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（２）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年10月１日 
 至 平成21年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前四半期純損失（△） △311,812

減価償却費 29,482

減損損失 105,844

のれん償却額 20,500

貸倒引当金の増減額（△は減少） 140,737

受取利息及び受取配当金 △568

支払利息 2,713

株式報酬費用 3,653

売上債権の増減額（△は増加） 180,980

たな卸資産の増減額（△は増加） 1,193

前払費用の増減額（△は増加） 45,738

仕入債務の増減額（△は減少） △122,563

その他 17,740

小計 113,637

利息及び配当金の受取額 568

利息の支払額 △2,974

法人税等の支払額 △17,090

法人税等の還付額 12,587

営業活動によるキャッシュ・フロー 106,728

投資活動によるキャッシュ・フロー  

有形固定資産の取得による支出 △2,160

無形固定資産の取得による支出 △25,806

投資有価証券の取得による支出 △10,125

営業譲受による支出 △135,000

その他 299

投資活動によるキャッシュ・フロー △172,791

財務活動によるキャッシュ・フロー  

長期借入れによる収入 300,000

長期借入金の返済による支出 △49,800

自己株式の取得による支出 △2,395

配当金の支払額 △28,569

財務活動によるキャッシュ・フロー 219,235

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 153,171

現金及び現金同等物の期首残高 546,289

現金及び現金同等物の四半期末残高 699,461
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